












































 中間には授業で扱った場面会話のテストを、期末には 1 人 1〜5 分程度のビデオ作成
を行った。期末に作成するビデオのトピックは学生に委ねたが、例として「留学生の一
日紹介」「ルームツアー」「レビュービデオ」などを挙げた。試験ではなくビデオ作成と
した理由としては、うまく話せるまで何度も撮り直すこと自体が練習の機会になること
や、録画したものを自ら見ることで自分の発話についてふり返る機会となり得ることが
挙げられる。 
 
3.成果と今後の課題 
口頭表現という授業の性質上、授業内容を大きく変更することなく、オンライン授業
へと切り替えることが可能であった。ただし、学生数が少なかったことや、今回の受講
学生がすでに初級前半レベル相当の日本語能力を有しており、Zoom 上での意思疎通が
容易であったことが寄与していた可能性はある。 
また、口頭でのやり取りが中心の授業のためオンライン授業でも実施しやすい一方で、
ネット通信の影響を受けやすく、ネット通信の不具合によって授業が滞ることがあるこ
とは注意すべき点である。 
スピーチ発表の際に日本人学生に聞き手として参加してもらったことは、学生にとっ
てモチベーションの向上につながったようである。特に、今回のように日本に留学して
いながら大学で授業が受けられない状況であった学生にとって、良い機会となったと思
われる。また、具体的な聞き手を事前に提示することで、スピーチのテーマ設定や話す
内容の準備においても、聞き手を意識して行っていたことが伺えた。 
次の点はオンライン授業に関するものではないが、最後に本授業の課題として、受講
学生のレベル差を挙げたい。本授業の対象レベルはレベル 1（入門）とレベル 2（初級
前半）であるが、学期開始時点での両者の言語知識には大きな隔たりがあり、授業内で
行う活動等のレベル設定が難しい。今回の受講学生についてはこの点での問題はなかっ
たが、今後、本授業で扱う内容については試行錯誤を重ねる必要があると思われる。 
